
効果・目標

【世田谷区】 「住民との協働による生涯現役社会のしくみづくり」

○区内の地域活動団体が中高年世代を対象に実施する先駆的・自主的な事業を補助。生涯現役提案型事業補助

○退職シニア等へ地域や社会貢献活動等を紹介。7,000部発行生涯現役ハンドブックの作成

○せたがや生涯現役ネットワークと協働して毎年開催。
⇒20年度･･･「ヴィテージライフ」（20年12月7日開催、烏山区民センター）・来場者1,100人

生涯現役フェア（地域活動の見本
市）

○地域活動団体の活動を実際に体験。インターンシップ。地域デビュー体験講座

○中高年齢者が編集スタッフとなり、情報誌を制作。区民に向けて地域情報を発信。年３回発行。情報誌の発行（GAYAGAYA≧50s）

○中高年齢者と地域活動の仲介等を行う人材を養成。
○地域活動におけるコミュニケーション技術等を学ぶ基礎講座、地域活動を体験し実践力を学ぶ実地講座の二段階。

○中高年齢者に向けて地域情報等をWEBサイトで発信。地域活動情報等の発信やユーザー間の情報交換を通して、中
高年齢者の地域への関心を高め、地域活動への参加を促進。

○地域貢献活動参加者にポイントを提供し、貯まると区の文化・スポーツ施設の利用割引等ができるしくみによる
地域活動促進の効果の検証。交通系ICカードを活用。

○区内の地域の活動団体、事業者、大学、行政等が中高齢者の経験や知識を地域で活かしてもらうべく、連携・協
力して受け入れの呼びかけをするネットワーク。町会や商店街、地域団体関係者、企業、大学等との協働による協
議会組織。 ⇒生涯現役フェアを協働で開催

内 容

地域活動実践力養成講座

世田谷ひと・まち塾

せたがや生涯現役ﾎﾟｲﾝﾄｼｽﾃﾑ

せたがや生涯現役ネットワーク

せたがや生涯現役ドットネット

事 業

事業内容

①高齢者自身の、身体的・心理的・社会的なバランスの取れた、生涯現役のライフスタイルの実現

②退職直後のシニアのみならず後に続く勤労者世代が、地域の福祉を「支える」側に立つ、新たな協働型地域保健福祉のモデルの確立

平成19年3月策定の「世田谷区生涯現役推進行動計画」に基づき、「団塊の世代」の地域回帰を契機として定年退職直後のシニアを地
域社会に受け入れる受け皿・しくみを、地域活動団体や退職前後のシニア層の住民との協働によって創り上げる。これまでの高齢者
いきがい推進事業から一歩踏み込み、社会貢献を中心とした地域活動を取り入れたライフスタイルの啓発を図ることで、活動的なシ
ニア層、それに続く勤労者層が地域を「支える側」に立つ、新たな地域保健福祉のモデルの確立を目指す。
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